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	会　長　委員の皆様ご苦労様です。
　　　　現在の出席委員１６人、欠席委員１人であります。

よって、定足数に達しておりますので、只今から、平成２８年第７回農業委員会

を開会いたします。

会　長  会議規則第４条に基づき、会議の議長を務めさせていただきます。
　　　　それでは会議を開きます。

議　長　本日の議事日程につきましては、配布しました会議次第のとおりです。

　　　　直ちに議事に入ります。

議　長　日程第１  議事録署名委員を定めることについてを上程し議題とします。
議事録署名委員は二名とし、議長において指名することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認め、二番山田委員、三番亀田委員を指名します。


	議　長　日程第２　議案第２９号　農地法第３条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の３条許可申請は１件です。
【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

３ページの案内図をご覧ください。真中の斜線部分が申請地です。申請地のすぐ近くに萬福寺があり、案内図の左には高麗川があります。7月15日に現地確認した結果、道路側の約半分に砂利があり、奥の半分に野菜が作られておりました。

４ページの案内図をご覧ください。３ページの右上になります。申請地のすぐ近くに坂戸自動車教習所があります。15日に現地確認した結果、上の三角形の部分に木が生えており、下の四角形の部分は作付けされていない水田でありました。

共に農地として見られませんでしたので、代理人に農地に復元するように指示しました。

譲受人の上吉田　　番地の　　　　さんが、経営規模の拡大を図るために、申請地を売買により取得したいとの申請です。農地経営状況は自作地が154.99アールであり、50aの要件を満たしております。そのほか農地法３条の許可基準の「すべて耕作要件」、「法人でない」、「信託でない」、「常時従事要件」などを満たしていると判断しました。

　　　  
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　議席１１番坂戸地区担当委員より補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席11番  譲受人の　　さんからお話を伺ったところ、　　さんから耕作できないので、譲りたいという申し出があり、合意になったようです。

事務局の説明のとおり、萬福寺の近くの農地は、砂利が敷いてありましたが、今朝確認しましたら、砂利が撤去され、重機で土が反転してありました。また、自動車学校の近くの農地も、事務局の指示どおり木が切り倒され、畑に復元されていることを確認しました。

譲受人の　　さんは、上吉田地区の水利組合長もやっていて、農業を一生懸命やっている方です。また、申請地は　　さんの自宅からほど近く、耕作に問題はないと思われます。小委員会では、問題はないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）

議　長　日程第３　議案第３０号　農地法第５条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。
　１から５番の案件について、事務局より説明をお願いします。
事務局　今月の農地法第５条の許可申請は、６件でございます。
【議案書を朗読するとともに、案内図により申請地の説明】
１番の譲受人は、平成２３年7月に福島県相馬市から避難して、夫婦と子供３人と祖母と６人家族で現在の賃貸アパートに住んでおります。5年が経ち、2番目の子が中学3年生、3番目の子が小学4年生となりました。手狭になってきたため、自分の家を建てる必要が生じました。

今住んでいる場所に近く、近所の人達とも同じように交際ができることと、子供の学校も変わらないことから、この申請地を選定したようです。

勤務先は鶴ヶ島市脚折の事業所で、今までと変わらずに車通勤が出来ます。一団の農地面積が0.2haであり、農地区分は２種農地と判断しました。
２番の譲受人は、東松山市和泉町の賃貸アパートに夫婦2人で住んでいます。手狭になってきたことと、隣家の騒音に耐えられず、戸建ての住宅を所望しております。妻の実家の隣の申請地を選定しました。実家の隣であれば妻も両親も心強く、子供が出来た場合には親に子供の面倒をみて貰うことが出来るのが理由です。

勤務先は川島町北園部の事業所で、妻は善能寺の事業所に勤務しており、現在の住居と変わらずに車通勤が出来ます。一団の農地面積が0.2haであり、農地区分は２種農地と判断しました。１５日に現地確認したところ、木の切り株があったため、撤去するよう指導しました。写真は１９日に撮影したため、撤去後の写真となっております。
３番の譲受人は、夫婦２人で芦山町の賃貸アパートに住んでいます。手狭になり、戸建ての住宅を所望しております。夫婦で水道工事業を営んでおり、近くに友人が住んでいることと、材料屋が県道片柳川越線沿いにあり、仕入れに便利なため申請地を選定しました。自家用車２台と工事車両１台を所有し、来客用１台分の計４台分の駐車場を計画しました。

一団の農地面積が3.2haであり、農地区分は２種農地と判断しました。１５日に現地確認したところ、低地に土が盛ってあったため、事前着工と考えて盛った土の撤去などを指導しました。

４番の譲受人は、夫婦2人で会社が用意した賃貸アパートに住んでいます。7月に子供が誕生する予定であり、間取りが1LDKと狭いため、妻の両親と同居する予定であり、戸建ての持ち家を所望しております。

勤務先が鶴ヶ島インター内の事務所であり、インターチェンジに近い申請地を選定しました。共働きで妻は若葉工業団地の事業所に勤務しており、親と同居して子供の面倒をみて貰らう予定です。申請地の近くにさつき保育園と入西小学校、学童保育所があり、子育ての環境が整っております。自家用車が３台と来客用１台の４台分の駐車場を計画しました。

一団の農地面積は8.5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。１５日に現地確認した結果は、土の状態で問題ないと思います。

５番の譲受人は、夫婦と子供2人の４人家族で富士見市の賃貸アパートに住んでいます。手狭となったため、戸建ての持ち家を所望しております。私たち夫婦は川角の埼玉平成高校の同級生で、2人の共通の親友が近隣に住んでおり、子供同士も仲が良く、その近くの申請地を選定しました。

三芳町の事業所に勤務しており、現在の居住地の近くですが、申請地からも車で１時間以内に行けるので、通勤にも支障ありません。自家用車を２台所有し、来客用１台分の計３台分の駐車場を計画しました。農地面積は0.2haであり、農地区分は２種農地と判断しました。１５日に現地確認したところ、草刈りが終わった後で、問題ないと思います。

議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　１番につきましては、議席６番三芳野地区担当委員、2番を議席１２番三芳野地区担当委員、３番を議席１６番勝呂地区担当委員、４番を議席２番入西地区担当委員、５番を議席１０番大家地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席６番　この土地は、　　さんが相続で受け、仕事をしてるいために耕作できず、草刈等の管理をしていた農地ですが、知人を通じ、是非家を建てたいという申し出を受けたので、やむを得ず転用するための申請です。

小委員会では、やむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。　　　　　   

議席12番　2番の案件でございますが、申請地は、本家である譲渡人の自宅の前の畑です。譲受人は、譲渡人の娘婿であり、分家住宅の申請です。事務局の説明のとおり、実家の隣であれば、子供が出来た場合には親に子供の面倒をみて貰うことが出来るという理由で、申請地に家を建てたいとのことです。小委員会では、やむを得ないだろうとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議席16番  3番の案件は、譲受人は芦山町のアパート住んでおり、手狭になったということで、申請が出されております。申請地は、運動公園の南側、勝呂小の西側であり、事前着工と思われるような盛土がありましたが、事務局の指導に従い、土はすべて撤去されております。小委員会では、やむを得ないという結論になりましたので、皆様のご審議をよろしくお願いします。

議席２番　4番の案件でございますが、譲受人は、会社が用意した花影町の賃貸住宅に住んでおり、間取りが1LDKであるため、子供が生まれるので手狭になるということが、申請の理由です。また、鶴ヶ島インターチェンジの中にある譲受人の勤務先に近いことが、申請地を選んだ理由です。

住宅を建てる所は、申請地の南側の、地目が山林の場所であり、申請地は通路として使いたいとのことです。譲渡人には耕作意欲がなく、また申請地の付近は以前にも許可をいただいている場所です。小委員会では、やむを得ないだろうとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議席10番  5番の案件ですが、申請地は先月ご審議いただいた場所の隣です。前回は、草のことでご心配をおかけしましたが、昨日見ましたところ、問題はありませんでした。譲渡人は親から農地を引継ましたが、耕作できず、申請地も耕作できるように管理だけしていた場所です。

地元の区長の同意もあり、排水においても合併浄化槽を用いることから、他の農地に与える影響等はないものと思います。小委員会では、やむを得ないという結論になりましたので、皆様のご審議をよろしくお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

　　　　（質疑なしの声）

議　長　６番の案件について、事務局より説明をお願いします。

事務局　続きまして、６番について説明しますので、７ページをご覧ください。なお、訂正がございます。譲渡人の住所の中で、23とあるものを28にご訂正ください。
【６番の議案を朗読するとともに、案内図により申請地の説明。】
６番の譲受人の　　　　㈱は、大正15年に設立した法人で、川越市に本社を置く都市ガス供給の会社です。供給区域は川越市や所沢市などの埼玉県中西部です。今までは、現場ごとに一時的に資材置場を確保しておりましたが、会社の規模拡大と都市ガス供給という特殊性から、緊急工事に対応するため、資材置場が必要となりました。また、本社の駐車場を利用して新入社員などに訓練を行ってきましたが、舗装であるため掘削訓練が出来ませんでした。そのため、掘削や配管作業の実地訓練の場所が必要となりました。

資材置場の必要面積を3,000㎡と積算して、4候補地を選定して検討した結果、申請地を最適と判断したようです。本社から直線距離で約3.5km、車で30分以内に行け、坂戸製造所エコ･ステーションから直線距離で約2kmの位置にあります。また、都市ガスを使い始めた県の中部を事業拡大区域として、その区域と本社と坂戸エコ･ステーションのほぼ中心にあることから申請地を選定したようです。

資材置場の内容は、砂･砂利等のストックヤード5m×5m×4スパン、アスファルトガラ等置場200㎡、残土置場350㎡、重機置場等です。

農地面積は0.7haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、畑でした。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　議席６番三芳野地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席6番　譲渡人は、以前は申請地の道路の反対側に住んでおりましたが、今は川越に住んでおり、耕作できない状態となっております。今回、　　　　さんから話があり、資材置場に転用することとなりましたが、小委員会では、やむを得ないだろうという結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたが、ご質疑等があればお願いします。
　　　　（質疑なしの声）

議　長　 日程第４　議案第３１号　農地法第５条の規定による許可後の計画変更につい

てを上程し、議題といたします。

　　　　　事務局より説明をお願いします。

事務局　　今月は、農地法第５条の規定による計画変更の申請が１件あります。

　　　　
【１番の議案を朗読。】

申請人の　　さんは、一昨年８月２１日に自らと母が譲受人となり、歯科診療所の建築を目的し、所有権移転を伴う転用の許可を受けました。土地の購入をした際の売買代金の負担割合が２分の１ずつでしたが、農地転用の許可申請時に、持分を２５分の１６と２５分の９としたため、実体上の売買代金の負担割合と異なる登記をしました。
また、汚水について、当初は合併浄化槽の処理後、側溝に放流する計画でしたが、下水道の処理区域になったため、汚水管に生放流することになりました。

このため、所有権登記を本来の持分である１／２ずつに変更することと、汚水処理の変更について、今回の計画変更の申請を行うものです。
議　長　　事務局の説明が終わりました。

　　　　　議席２番入西地区担当委員より、補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席２番　この案件は、すでに本委員会を通過し、農地転用の許可がなされているもので、歯科医院をすでに開業しているものであります。あまりない案件ですが、持分を間違えて訂正するものです。また、汚水処理の変更についても、周辺地への影響はないと考えます。
　　　 小委員会では、承認することでやむを得ないと意見がまとまりましたので、　　　　　皆様のご審議をよろしくお願いします。
議　長　　議案の説明が終わりました。

　　　　　ご質疑等ありませんか。

（質疑なしの声）
議　長　　これよりそれぞれの議案について、審査を行います。全体をとおして何か意見

　　　　はございますか。

　　　　　（意見なしの声）

議　長　　議案第２９号、農地法第３条の規定による許可申請については、許可と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　　ご異議なしと認めます。

　　　　　よって、議案２９号は、許可と決定いたします。

議　長　　議案第３０号、農地法第５条の規定による許可申請については、許可相当と決

　　　　定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　　ご異議なしと認めます。

　　　　　よって議案第３０号は、許可相当と決定いたします。

議　長　　議案第３１号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請については

　　　　承認相当と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　　ご異議なしと認めます。

　　　　　よって、議案第３１号は、承認相当と決定いたします。

議　長　　日程第５　平成２８年度農業者年金加入推進部長の推薦及び活動計画（案）につ

　　　　いてを上程し議題といたします。

　　　　　事務局より説明してください。

事務局　　埼玉県農業会議は、農業者年金への加入推進を図るため、市町村の地区別加入推進班の指導的役割を担い、リーダーとなる「加入推進部長」を、市町村の農業委員会の推薦に基づき、各市町村に設置することとなっております。

加入推進部長の主な活動内容は、

① 市町村段階の業務受託機関の活動計画の実施に当たっての助言・協力

② 地区内における加入推進対象者の把握と絞り込み

③ 認定農業者や女性農業者の参加する各種会合での働きかけ

④ 地区別加入推進班による戸別訪問の実施等に関する指導

となっており、活動時間の区分により活動経費が交付されます。

以上に基づき、加入推進部長の活動計画につきましては、Ｐ１８の中ほどに案としてお示ししておりますので、ご協議のほどよろしくお願いします。
議　長　　議案の説明が終わりました。

　　　　　ご質疑等ありませんか。

（質疑なしの声）
議　長　　まず、活動計画について、ご意見がありましたらお願いします。

　　　　（意見なしの声）
議　長　　推進部長の選任について、ご意見がありましたらお願いします。

　　　　　

（会長にお願いしたい旨の発言あり）

議　長　　ただ今、農業者年金加入推進部長について、会長との発言がありましたが、これにご異議ありませんか。

　　　

　　　　（異議なしの声）

議　長　　それでは、平成２８年度農業者年金加入推進部長については、私が推薦されましたのでその旨を、また、活動計画については原案通りで農業会議所に報告します。

　　　　　

議　長　　日程第６　報告第８号　専決処分の報告について、事務局より説明してください。

事務局　　６月の農地法第３条の３第１項の相続の届出は２件です。いずれも、届出人が相続により所有権を取得したものです。詳細については、一覧表をご覧ください。

今月の農地法第４条第１項第７号の届出は２件です。いずれも届出人が、自ら所有する農地を転用するために届け出たものです。番号１の転用目的は、住宅敷地拡張であり、番号２は駐車場が転用目的となっております。

農地法第５条第１項第６号の届出は９件です。いずれも所有権移転を伴う転用の届出となっております。番号４、６及び７から９は、区画整理地内の仮換地についての転用の届出となっております。番号３については、幼稚園の敷地が農地であることが分かりましたので、経過説明書を添付し、届出をしたものです。詳細については、一覧表をご確認ください。

以上で説明を終わります。　
議　長　　事務局の説明が終わりました。

　　　　　ご質問はございますか。

（質問なしの声）
議　長　特にないようですので、議事については以上で終了いたします。

議　長　次に次第４のその他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。

（なしの声）

議　長　事務局の方からから何かございましたらお願いします。

事務局　前回の総会の際に、「農地法第５２条に基づく農地の賃借料情報の提供について」の議案の中で、「カントリーエレベーターは、籾を生で受け入れて、乾燥料を引かれて袋詰めされているので、平成２７年産のコシヒカリ６０kg当たりの基準価格１０，３００円は、どこの時点の値段か確認をお願いします。」というご質問がありましたので、お答えします。
　いるま野農協米麦課に伺ったところ、基準価格は、玄米重量に対する農協の買取価格であり、生籾の状態で持ち込んだ時より、約４割程度減ったものに対する価格とのことです。
　また、この買取価格から、検査手数料及び包装料として流通経費代が差し引かれるとともに、カントリーエレベーター使用料として、水分量に応じて1kg当たり１４円から２４円が後日引き落とされるとのことです。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　ご質疑等はありませんか。
（質疑なしの声）
議　長　その他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。
（なしの声）
議　長　以上で、平成２８年第７回坂戸市農業委員会を閉会させていただきます。
　　　　閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。

（議長あいさつ）
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